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湯
沢
町
町
民
憲
章

新
た
に
■
図
の
地
域
て

平
成
１３
年
７
月
２４
日
付
け
で
、
湯
沢
町
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
の
賦
課
地
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
対
象
と
な
る
の
は
、
一月
沢
、
田
中
、
平
沢
、
中
里
、
原
の

一
部
で
す
。
な
お
、
当
地
域
の
受
益
者
負
担
金
の
徴
収
は
平
成

‐３
年
１２
月
の
予
定
で
す
。

塗
り
つ
ぶ
し
て
あ
る
地
域
が
対
象
で
す
。

図
面
縮
小
の
た
め
、
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
水
道
課

（ＴＢＬ
８４
・
４
８
５
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

戸
沢
、
田
中
、
平
沢
の
対
象
地
域

憶

＼
　
／

か
か
り
ま
す
。

中
里
、
原
の
対
象
地
域
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「役
場
」
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

役
場
の
各
課
か
ら
今
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

水
　
適
　
課

ＴＥＬ
Ｙ
４
８
５
３

支
え
る
水
源
は
全
体
で
５４
ケ
所

に

も
な
り
ま
す
。
水
道
課
で
は
こ
の

水
源
か
ら
配
水
池
、
さ
ら
に
家
庭

の
絵
水
栓
ま
で
、
安
全
な
水
道
水

を
供
給
す
る
た
め
、
厳
し

い
水
質

検
査
を
行

い
、
水
質
基
準

に
適
合

し
て
い
る
か
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い

ま
す
。

特

に
本
年
度
は

①
水
源
の
確
保

②
老
朽
管

の

（石
綿
管
）
の
棄
新

③
渇
水
と
災
害
に
強

い
管
網
体

制
づ
く
り

④
水
質
管
理
の
充
実

を
４
本
の
柱
に
し
て
事
業
を
展
開

し
て

い
ま
す
。
下
水
道

工
事
関
連

で
は
上
水
道
で
戸
沢
、
簡
易
水
壇

で
中
里
、
せ
野

一
、
せ
野
二
、
西
原

の
配
水
管
布
設
替
え
を
実
施
し
ま

す
。
中
子
宅
地
造
成
関
連
で
は
上

水
道

の
送
配
水
管

一
部
布
設
替
え

と
簡
易
水
道

の
配
水
管
新
設
を
実

施
し
ま
す
。
そ
の
他
上
水
道
で
は

東
橋
架
替
え
に
伴
う
配
水
管
仮
設

と
奈
棄
出
の
国
道
１７
線
沿
配
水
管

新
設
を
、
簡
易
水
道
で
は
二
居
高

区
配
水
管
布
設
替
え
、
西
土
樽

（土

構
）
水
源
改
皮
、
滝
ノ
又
配
水
管
布

設
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

工
事
中
は
断
水
に
よ
る
管

の
切

り
替
え
作
業
も
あ
り
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
な
る
べ
く
短
時

間

に
終
わ
る
よ
う
に
冴
力
を
し
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

快
適
な
生
活
と
下
水
道

毎
日
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
生
活

排
水
や
、
し
尿
浄
化
槽
か
ら
出
る

汚
水
、
そ
れ
に
工
場
な
ど
か
ら
の

排
水
で
私
た
ち
の
回
り
の
河
川
は

ど
ん
ど
ん
汚
く
な

っ
て
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
」
の
よ
う
な
河
川
、
側

溝
な
ど
か
ら
、
今
年

の
よ
う
な
集

中
素
誦
で
汚
水
が
溢
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぎ
、
快
適

で
文
化
的
な
生
活
環
境
を
築

い
て

い
く
た
め
に
汚
水
は
汚
水
管
で
集

め
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
び
、

そ
こ
で
化
学
的
に
処
理
を
し
、
き

れ
い
な
水
に
し
て
河
川
に
次
流
し
、

誦
水
は
水
路
の
改
文
を
図
り
直
接

河
川
に
流
し
ま
す
。
こ
れ
ら
が
公

共
下
水
道
の
役
割
で
す
。

平
成
１２
年
度
末
で
、
湯
沢
町
の

下
水
道
普
及
率
は
Ｗ
％

（公
共
下

水
道
８４
％
、
減
只
処
理
医
７４
％
、
土

樽
・松
川
処
理
区
糊
％
）
に
連
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
県
内
第
Ｈ
位
の

普
及
率
で
す
。

ま
た
近
年
、
水
の
再
利
用
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
で
は
、
い

ち
早
く
湯
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
の

処
理
水
を
も
う

一
度
高
速
繊
維
ろ

過
方
式
に
よ
る
高
度
処
理
を
し
、

安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
の

供
給
を
め
ざ
し
て

安
全
な
水

の
供
綸
は
、
水
道

の

最
も
童
要
な
条
件
で
す
。

水
道
水
は
、
直
接
、
人
の
健
康

に

か
か
わ
る
た
め
、
常

に
安
全
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

平
成
５
年
十２
月
十
日
よ
り
４６
項
目

の
新
水
質
基
準

が
施
行
さ
れ
、
ま

た
水
質
基
準
を
補
完
す
る
項
目
と

し
て
‐３
項
目

の
快
適
水
賞
項
目
、

２６
項
目
の
監
況
項
目
が
定

め
ら
れ

ま
し
た
。
湯
沢
町
で
は
上
水
道
、
簡

易
水
道
が
多
数
あ
り
、
各
施
設
を

テ

ノ

水質検査のようす

／ｒ
Ｆ
′
負さ
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西
凸
地
区
温
泉
街
で
の
消
雪
パ
イ

プ
に
再
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
が
高
く
評
価
さ
れ
、
昨
年
の

近
代
下
水
道
制
度
１
０
０
年
記
念

「甦
る
水
１
０
０
選
」
で
建
設
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
年
度
は

①
下
水
道
建
設
の
促
進

②
水
沈
化
普
及
率
の
向
上

③
処
理
水
等
の
再
利
用
の
促
進

④
下
水
道
の
適
切
な
維
持
管
理

を
柱
に
し
て
事
業
を
進
め
る
計
画

で
す
。
特
に
公
共
下
水
道
に
お
い
て
は
、

第
３
期
工
事
３
２
１
ヘ
ク
ダ
ー
ル

の
う
ち
残
医
域
の
早
期
整
備
に
努

め
、
平
沢
の
国
道
１７
号
線
沿
い
、
戸

沢
、
十
子
、
原
、
中
里
、
せ
野

一
、

き
野
二
、
《
虞
占
の
国
道
１７
線
浴

い
、
岩
原
川
原
線
、
十
子
宅
地
生
成

地
接
続
管

の

一
部
で
約
４
，
０
０

０
メ
ー
ト
ル
の
管
渠
を
新
設
す
る

予
定
で
す
。
災
、
小
坂
、
せ
野
二
の

地
内
で
各
―
箇
所

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
で

は
、
演
只
、
■
縛
ｏ松
川
処
理
区
の

補
助
対
象
管
渠
工
事
は

一
應
完
了

し
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
土
構
開

発
セ
ン
タ
ー
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ボ
ン

プ
設
置
工
事
を
施
行
し
、
そ
の
他

は
接
続
希
望
に
痣
じ
て
整
備
を
進

め
る
予
定
で
す
。

町
で
は
排
水
設
備
等

の
設
置
助

成
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
工
事

の
終
了
し
た
地
域

の
み
な
さ
ん
は

出
来
る
限
り
早
期
に
下
水
道

に
接

続
を
し
、
快
通
な
生
活
を
送
ら
れ

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
管
理
の
民
間
委
託

を
実
現
し
安
定
供
綸
に
努

め
て

い

ま
す
。
第
３
配
湯
所

へ
の
送
湯
管
、

制
御
ケ
ー
ブ
ル
の
布
設
替
え
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
水
で
す
。

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
、
飲
み
物
や
食
べ
物

を
通
じ
て
体
に
取
り
入
れ
る
水
の

量
は
、
一
人
１
日
３
リ
リ
ト
ル
で

す
。
そ
れ
に
掃
除
や
洗
濯
、
入
浴
や

ト
イ
レ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
所
で
使

わ
れ
る
水
道
の
使
用
量
も
合
わ
せ

る
と
、
一
人
４
日
の
生
活
に
平
均

で
約
３
９
０
リ
ツ
ト
ル
も
水
道
の

水
を
使

っ
て
い
ま
す
。
１
リ
ツ
ト

ル
入
り
の
ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
で
３
９

０
本
分
に
も
な
り
ま
す
。

コ
ツ
プ
３
杯
で
す
む
歯
磨
き
も
、

出
し
っ
ば
な
し
で
使
う
と
３
分
間

で
バ
ケ
ツ
２
杯
分
の
水
が
無
駄
に

な
り
ま
す
。
ジ
ヤ
ー
ジ
や
―
と
水

を
出
す
と
１０
分
間
で
バ
ケ
甥
２０
杯

に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
水
道
の
水
を
無
駄

遣
い
し
な
い
で
大
切
に
使
う
よ
う

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

昭
ゎ
３４
年
Ю
月

に
開
催
さ
れ
た

裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
会
の
三

者
協
議
会

に
お

い
て
、

「法
の
日
」

の
制
定
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
主
権

の
も

と
に
、
自
由

と

工
義

を
守
り
、
世
界

の
平
れ
を
維

持

し
、
人
類

の
福
社

に
貢
献
す
る

こ
と
は
、
私
逹

日
本
国
民
が
ひ
と

し
く
理
想

と
し
、
念
願

と
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
法
に

よ

っ
て
個
人
の
基
本
的
権
利

が
守

ら
れ
、
法

に
よ

っ
て
社
会
秩
序

が

乾
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
際
紛
争

も

こ
の
法

の
支

配
の
原
則
に
よ

つ
て
解
決
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ

こ
で
、
Ю
月

十

日
を

「法

の

日
」
と
定

め
、
国
を
挙
げ
て
法
の
尊

重
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩

序

の
確
立

の
精
神
を
高

め
る
日
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
毎
年
、
Ю
月

十
日
か
ら
の
―
週
間
を

「法
の
日
」

週
間

と
し
て
、
咎
種

の
行
事

が
行

わ
れ
ま
す
。

□

露
法
書
士
無
料
料
談

【
期
間
】

１０
月
十
日

（月
）
～
７
日

（日
）

【
場
所
】

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

【
相
談
内
容
】

登
記
、
供
託
、
裁
判
所
提
出
書
類

の
作
成
な
ど

【
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
司
法
書
士
会

ＴＥＬ

０

２

５

ｏ
２

２

８

●
１

５

８

９

法
の
ユ
選
筒
一法
務
毎
政
栂
譲
所

【
日
時
】

Ю
月
３
日

（水
）

午
後
―
時
～
４
時

【会
場
】

六
日
町
役
場
２
階
会
議
室

【
相
談
内
容
】

◆
土
地
・
建
物
の
売
買
、
相
続
、
払

当
権
設
定
、
土
地
の
分
筆
入
口筆
、

建
物
の
新
築

。
増
築
な
ど
不
動

産
登
記
の
問
題

◆
会
社
の
設
立

・
役
員
変
更
な
ど

法
人
登
記
の
問
題

◆
結
婚
、
離
始
、
奏
子
縁
組
や
国
籍

取
得
な
ど
戸
籍

・
国
籍
の
問
題

◆
地
代
、
家
賃
な
ど
供
託
の
問
題

◆
家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
間
の
も

め
ご
と

ｏ
悩
み
ご
と
、
い
じ
め
、

体
罰
、
不
当
な
差
別
、
虐
待
な
ど

夫
権
の
間
題

【
担
当
】

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
、

ヨ
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

※
根
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　ヽ
・工，
一↓

)
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救
急
ミ
ニ
知
識

〈
１０
〉
～
発
熱
に
つ
い
て
～

発
熱
は
、
生
体
防
御
機
能
の

一
つ
で
す
。

風
邪
を
ひ
い
た
り
、
病
気
に

な

っ
た
時
、
熱
が
出
て
苦
し
い

思
い
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
身
体

が
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
た

め
に
自
然
と
起
こ
る
生
体
防
御

反
応

で
す
。
体

温

の
上

昇

に

よ

っ
て
、
病
原
菌
ガ
身
体
の
中

で
増
え
る
の
を
防
ぎ
、
身
体
を

守
る
力

（免
疫
）
を
引
き
出
し
て

病
気
を
治
そ
う
と
し
ま
す
。

解
熱
剤
を
用
い
て
安
易
に
発

熱
を
抑
え
る
と
、
病
気
を
長
引

か
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
ガ
し
、
発
熱
ガ
続
い
て
体

力
が
低
下
し
た
り
、
高
熱
に
な

る
と
乳
幼
児
で
は

「熱
性
け
い

れ
ん
」
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
高
熱
が
出
た
り
、
微
熱
が
長

引
く
よ
う
で
し
た
ら
早
め
に
医

師
に
診
察
し
て
も
ら
い
適
切
な

治
療
を
受
け
ま
し
よ
う
。

【間
い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

軋
８４

・
３
３
７
７

ト0

体温を下げるには、頸や脇の下の動脈のあ

る場所を氷のうや、濡れタオルで冷やすと

効果的です。

額を冷やすことによって

気分を和らげる効果があります。

骨
粗
し
ょ
う
症

健
診

・
予
防
教
室

骨

は
、
日

マ
新

し
く
生

ま
れ
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
寝
た
き
り
の
原
因

の

一
つ
で
あ
る
骨
粗
し
よ
う
症
の
予

防
に
は
、
若
い
う
ち
か
ら
の
心
が
け

が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
自
分
の
骨
の
状
態
を

調
べ
て
見
ま
せ
ん
か
？

【日
時
】

１０
月
２５
日

（木
）

年
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

鴛

象
】

初
め
て
丹
粗
し
よ
う
症
健
診
を
受

け
る
女
性
の
方

（先
着
３０
名
）

【会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

再

金
】

５
０
０
円

【申
込
期
限
】

１０
月
１０
日

（火
）

【申
込

・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

８４

」
３

１

４

９

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

湯
沢
町
の
３
大
死
亡
原
因
は
、
が

ん

。
心
臓
病

・
脳
卒
中
で
す
。
こ
れ

は
、
全
体
の
死
亡
原
因
の
半
分
近
く

を
占
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
脳
卒
中
の
発
病
は
若
年
化

が
進
み
、
痴
果

・
片
ま
ひ

・
歩
行
障

害
な
ど
の
後
遺
症
が
あ
り
、
本
人
や

家
族
に
精
神
的

。
経
済
的
に
も
大
き

な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
発
作
を
起

こ
す
と
完
全
に
元
に
戻
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
発
作
を
起
こ
さ
な

い
た
め
の
ラ
防

（生
活
召
慣
の
改
善
）

が
大
切
で
す
。

町
で
は
、
住
民
健
診
や
職
場
健
診

等
の
結
果
で
、
脳
卒
中
発
病
の
危
険

性
が
高
い
方
に
は
、
脳
の
状
態
を
み

て
お
く
こ
と
で
発
病
を
未
然
に
防
ぐ

よ
う
に
、
「脳
ド
ツ
ク
」
を
勧
め
て
い

ま
す
。
脳
ド
リ
ク
の
検
診
費
が
、
９
月
か

ら
助
成
額
ガ
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

筋

成
額
】

３
３
，
０
０
０
円

霜

象
者
】

満
３０
歳
か
ら
満
５９
歳
ま
で
の
方
で
、

町
の
健
診

・
人
間
ド
ツ
ク

・
職
場
健

診
等
の
結
果
が

一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
ガ
対
象
で
す
。

【間
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

Ｒ
８４

・
３
１
４
９

t》
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壱 A保 健 れlち
平成 12年度の老人医療費の状況をお知らせします。

平成 41年度に比べると、全体の医療諸費及び一人当たりの医療費とも大幅に減額して二います。

これは、従来の老人保健施設療養費として二支出していたものが、平成 42年度から介護保険に移行

したことにより、その分減額となつたものです。

しかし、湯沢田]でも年留高齢化が進んでいます。それに伴い、今後、医療費ガ増加していくも

のと思われ敲す。

◎老人医療費の実績

医療諸費の推移 一人当たり医療費

733,165

H8 H9 H10 H8 H9

年度

◎平成 12年度老人医療費の負担割合 (%は、一部負担金を除いて計算。)

総 医 療 費

ふだんの心がけで医療資を節約できます。
①重複受診はやめましよう。

医療機関がかわる度に検査や治療ガやり直しになります。

②家庭医を持ちましよう。

病歴や体質などを把握してくれて二いるので、治療効果ガあガリます。

③健康診断を受けましよう。

病気になつてから治療を受けるより、定期的な健康診断を受けましよう。

④早期発見、早期治療を心がけましよう。

病気になつたら、重くなるまで放つておかないで早めに受診しましよう。

千円

750,000

700,000

650,000

600,000

550,000

500,000

円

540,000

520,000

500,000

480,000

460,000

440,000

420,000

539,886

Hll    H12Hll    H12 H10

年度

平成 8年度 平成 9年度 平成 10年度 平成 11年度 平成 12年度

加 入 者 数

(前年度比)

1, 150人

(104,6%)

1, 210人

(105. 29る )

1, 275人

(105。  4%)

1, 358人

(106. 5°/。 )

1, 468人

(108. 19る )

医

療

諸

費

医 療 給 付 費

医 療 支 給 費

583,055千円

961千円

628,706千円

706千円

643,966千円

936千円

730,727千円

2,438千円

639,157千円

1,119千円
△ 計

(前年度比)

584,016千円

(106. 9%)

629,412千円

(107. 8°/。 )

644,902千円

(102. 5°/0)

733,165千円

(118. 7%)

640, 276千 円

(87, 3%)

1人当たりの医療費

(前年度比)

507,840円

(102. 10/。 )

520, 175円

(102. 40/。 )

505,805円

(97. 2°/0)

539,886円

(106. 7%)

486, 155円

(80. 8°/。 )

629,412

584,016

一部負担金

(個人負担)

あなたの加入している医療保険
(政府管掌健保、組合健保、船員健保、共済組合、国保 )

447,430千 円

(69. 88,石 )

国
128,564千円

(20.08%)

貝
32,141千 円

(5.02%)

□
32,141千 円

(5.02%)

¢
ノ 〇

｀い

、ノ

の

ヽ
　
　ヽ
一
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町民見学者募集 !

鴇ちゃんヵゃって来る!
アルプの里ガらラジオ生中継

文イヒ放送 (ラジオ)の番組「片岡鶴太郎の

土曜日は鶴日和」が、アルプの里から生中継

されます。春の田植えから始まつた同番組

ダイアツプ企画「つるたんぼ」が、いよいよ

10月 5日 (金)に稲メ」りを迎えるにあたり、

パーソナリテイの鶴太郎さんガ来町、翌日

の6日 (土 )、湯沢高原アルプの里から番組を

生放送するというものです。この生放送の

様子を特別に町民のみなさんにもご覧いた

だけること生になりました。先テ自
圭30名様限り

となりますので、お早めにお申し込みくだ

さい。

【放送時Fa∃】 10月 6日 (土)年前 7時～ 9時

【放送場所】 湯沢高原レストランサントビア

【行き方】 湯沢温泉□―プウェー乗車、山頂駅から徒歩 10ノ刀＼

【□―プウエー運行時間】 6:30 7:O0 7:30
【□―プウェー料金】 無 料

(ただし、申込のうえ当日までに見学者用乗車券をお受け取りください。)

【申込先】 産業観光課商工観光係 TEと 84-4850

※なお、鶴太郎さん直筆の書「鶴たんぼ」を町に寄贈いただけることになり、

当日、町長ガ番組の中で受領します。

湯沢町行政ホームページ『くらしの情報 (建築確認申

請)」 にも掲載されていますので、ご覧ください。

httpノ/www.town.yuzawa.ntiga協 算/kurashi/building.hhi

こ
の
特
例
基
準
は
１０
月
１
日
か

ら
実
施
さ
れ
、
今
ま
で
の
建
設
省

通
達
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
項
目
は
以
下
の
４
点

で
す
。

工
特
例
の
対
象
と
な
る
住
宅
を
明

確
に
し
ま
し
た
。

・
高
さ
の
算
定
方
法
を
明
確
に
し

ま
し
た
。

・
床
面
積
の
算
定
か
ら
除
外
す
る

も
の
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

・
階
に
算
入
し
な
い
床
面
積
の
高

さ
を
‐
・
５
ｍ
未
満
に
改
め
ま
し
た
。

「特
別
豪
雪
地
帯
等
に
お
け
る
高

床
式
住
宅
の
特
例
基
準
」
の
冊
子

が
必
要
な
方
は
、
建
設
課
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

建
設
課
都
市
計
画
係

Ｌ
勢
・
４
８
５
２

「特
別
乗
彗
地
帯
等
に
お
け
る

島
床
式
住
宅
の
特
例
基
準
」

が
割
定
さ
れ
ま
し
た
。

広報ゆざわ H13.9.30  (6)



私
の
住
ん
で

い
る
地
域
三
俣
は
、

と
て
も
自
然
の
豊
か
な
と
こ
ろ
で

す
。
そ
ん
な
二
倶
は
今
、
ダ
ム
の
間

題
に
つ
い
て
さ
か
ん
に
話
し
合

い

が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
ダ

ム
が
強
妥

な
の
で
し

ょ
う
か
。
私
は
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
父
に
聞

い
て
調
べ
て

み
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
大
雨
が
降

っ

た
と
き
に
起
こ
る
洪
水
を
防
ぐ
た

め
や
、
日
照
が
続

い
た
と
き
な
ど

の
水
不
足
を
防
ぐ
た
め
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
、
晨
業
用
水
や
工
業
用
水
、

飲
料
水
と
し
て
使
用
し
た

い
た
め

だ
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
三
俣
の

ダ
ム
建
設
も
こ
の
理
由
か
ら
で
す
。

そ
れ
で
、
新
潟
県

と
国
土
交
通
省

が

コ
ニ
倶
に
ダ

ム
を

つ
く
ら
せ
て

く
だ
さ

い
。
」
と
言

っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
地
域
の
方
々
は
そ
れ

で
は
納
得
が
い
か
ず
自
分
た
ち
で

考
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
二
年

間
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
い
う
話
し
合

い
で
は
、
グ
ム

に
な
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
環
境

に
住
み
た
い
か
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
意
見
を
ま
と

め
て
、
新
潟
県
や
国
土
交
通
省
に

報
告
し
、
さ
ら
に
地
え
で
話
し
合

い
を
続
け
て
、
最
終
的
に
賛
否
を

と
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
こ
の
話
し
合

い
は
と
て

も
難
し
く
時
間
も
か
か
り
、
大
変

な
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
賛
成

の
人

に
も
反
対

の
人
に
も
大
切
で
譲
る

こ
と
の
で
き
な

い
理
由
や
意
見
が

一
人

一
人
に
あ
る
た
め
で
す
。
賛

成

の
人
の
意
見
で
は
、

「今
よ
り
も
皮

い
居
住
環
境
や
生

活
環
境
に
な
れ
ば
ダ
ム
に
な

っ
て

も
仕
方
な

い
。
」
と
言

っ
て

い
る
人

も

い
る
そ
う
で
す
。
逆

に
、

「先
祖
代

々
の
土
地
を
手
次
し
た

く
な

い
。
」
と
い
う
反
対

の
人
も

い

る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
都
会
の
夫
で
、

「ダ
ム
を

つ
く
る
と
自
然
が
破
壊

さ
れ
、
イ
ヌ
ワ
シ
な
ど
の
貴
童
な

最
優
秀
茸

「
ダ
ム
関
理
に
ゆ
れ
る
二
俣
」

湯
沢
中
学
棋
２
年

樋
口
　
畦
さ
ん

（
八
ネ
沢
）

動
物
た
ち
も

い
な
く
な

っ
て
し
ま

う
か
ら
ダ
ム
は
反
対
だ
。
」

と
言

っ
て
い
る
人
が
い
る
そ
う

で
す
。
そ
の
意
見

に
対
し
て
私
の

父
は
、

「確
か
に
自
然
を
大
切
に
し
な
れ

ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
都
会

の
人

は
、
た
ま
に
来

る
よ
く
知
ら
な

い

三
倶
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
言
う
前

に
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
周

り
の
自
然
を
保
護
し
て
か
ら
言

っ

て
欲
し

い
。
ま
た
、
自
分
の
意
見
だ

け
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
地
元

の
人
の
こ
と
も
、
も

っ
と
考
え
て

欲
し

い
。
ダ

ム
の
湖
底

に
沈
む
土

地
の
人
は
、
精
神
的
な
苦
痛
が
あ

る
の
だ
か
ら
。
」
と
言

っ
て

い
ま
し

上に
。

実
は
、
こ
の
話
し
を

一
年
前

に

聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
時
、
ま
だ
ダ
ム
に
つ
い

て
は
関

趙
が
な
く
、
よ
く
理
解
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
今
は

違

い
ま
す
。
し

っ
か
け
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
た
く
さ
ん

の
人
の
様

々
な
意
見
を
聞

い
て
、

ど
の
意
見
に
対
し
て
も
、
「な
る
ほ

ど
」
と
思
う
こ
と
ば
か
り
で
す
。
特

に
自
然
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ス
の
人

も
、
「大
切
に
し
て
欲
し

い
。
」
と
い

う
意
見
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し

た
。
確
か
に
そ
う
な
の
で
す
。
木
や

森
な
ど
の
自
然
は
私
た
ち
人
間
に

も
、
他

の
生
物

に
も
な
く
て
は
な

ら
な

い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
自
然

を
攻
壊
し
て
し
ま
う
よ
う
な
結
果

に
な
る
の
は
、
私
も
絶
対

に
反
対

で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
ダ

ム
に
な

っ
て
し

ま
え
ば
、
よ
く
遊
ん
だ
懐
か
し

い

場
所
に
も
行
け
な
く
な

っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
逆

に
、
グ
ム

を

つ
く
ら
な

い
と
、
洪
水

に
な

っ

て
下
流
地
域
の
家
が
流
さ
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な

い
し
、
水
不
足

に
な

っ
て
大
勢

の
人
が
困

っ
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
私
の
趙

の
中
は
、
今

と
て
も
揺
れ
て

い
ま

す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
も
し
も
ダ

ム
に

な
る
の
な
ら
、
国
語
で
習

っ
た
「流

れ
橋
」
と

い
う
橋

の
よ
う
に
な

っ

て
欲
し

い
で
す
。
こ
の

「流
れ
橋
」

は
、
流
さ
れ
な
が
ら
自
然

の
脅
威

が
治
ま
る
ま
で
我
慢
す
る
。
」
構
造

に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

自
然

に
逆
ら
う
の
で
は
な
く
、
白

然
と
共
存
し
て
い
け
る
よ
う
に
な

る
の
な
ら
よ

い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
三
俣
が
ダ
ム
に
な

る
か
決
ま

っ
て
行
き
ま
す
。
た
だ

し
、
賛
成
の
人
や
反
対
の
人
み
ん

な
が
納
得

い
く
よ
う
な
結
果
に

な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
私
も
緑
が
多
く
て
過

ご
し
や
す
い
人
好
き
な
二
俣
の
こ

と
で
も
あ
る
し
、
自
分
の
未
来
の

こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
し

っ
か
り

考
え
て
行
き
た
い
で
す
。

帝
魚
沼

暴

の

(7)
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９
月
３
日

（月
）
、
湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
共
働
き
家
庭
や
母
子
・父
子
家
庭
の
小
学

生
の
子
ど
も
た
ち
の
毎
日
の
放
課
後
の
生
活

を
守
る
施
設
で
す
。

湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
福
祉
保
健
課
保
育
係

（阻
８４

・
４
５
６

０
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

９
月

％
日
か
ら

∞
日
は

結

核

子
防

週
翠

す
。

結
核
は
、
過
去
の
病
気
と
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
国
内
最
大
の
感
染
症
で
す
。
結
核
に

よ
る
死
亡
者
は
、
昭
和
３０
年
代
に
人
□
１０
万
人
あ

勝

蜘
ｒ
訴

締

伊
愛

罫

震

瑚
‐‐
年
に

全
国
に
お
い
て
も
、
年
間
４
万
人
の
新
規
結
核

患
者
が
登
録
さ
れ
、
約
３
，
０
０
０
人
が
結
核
で

亡
く
な
つ
て
い
ま
す
。
減
少
を
続
け
て
き
た
新
規

患
者
数
ガ
平
成
９
年
か
ら
は
増
加
に
転
じ
て
お

り
、
〈フ
後
感
染
症
と
し
て
猛
威
を
振
る
い
か
ね
ず
、

油
断
の
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
６０
歳
以
上
の
高
齢
者
に
結
核
発
病
ガ
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

結
核
の
初
期
症
状
は
咳
や
痰
、
微
熱
、
寝
汗
な

ど
風
邪
の
症
状
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
風

邪
と
思
い
込
ん
で
い
る
う
ち
に
周
囲
の
人
を
感

染
さ
せ
た
り
、
重
い
症
状
に
進
展
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
熱
や
咳
が
２
週
間
以
上
続
く
よ
う
な
時

は
、
医
療
機
関
で
結
核
の
心
配
が
な
い
か
見
て
も

ら
い
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
結
核
検
診
は
結
核
予
防
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
た
検
診
で
す
。
年
に
１
回
は
必
ず
受
け
て
結

核
の
心
配
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
よ
う
。

８
Ｃ
Ｃ
接
種

（予
防
接
種
）
の
普
及
で
若
年
層

の
結
核
患
者
は
比
較
的
少
な
く
抑
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
偏

っ
た
食
事
や
不
規
則
な
生

活
、
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
栄
養
不
良
が
結

核
発
病
の
引
き
金
に
な
っ
て
若
い
世
代
か
ら
の

結
核
患
者
も
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

結
核
予
防
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
と
日
常
生
活
の

心
が
け
が
大
切
で
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｃ
は
結
核
に
対
す
る

免
疫
力
を
つ
け
て
＜
れ
ま
す
。
栄
養
を
十
分
に
取

り
健
康
を
維
持
し
ま
し
よ
う
。

●0

第 4回 湯沢中里秋まつり

今年で 4□目を迎えるイベント満載の湯沢中里
秋まつりに、ぜひおいでください。

【日時】10月 7日 (日 )年前 10時 00分～
【会場】湯沢フイツシングパーク

【内容】村上牛の丸焼き、餅つき大会

おお鍋キノコ汁販売

地酒・魚沼コシLカ リ・地元農産物販売
大道芸・花吹雪太鼓、雪遊びテーマパータ

虹鱒つかみ取り (子供対象)、 抽選会
ジやンケン大会、フリーマーケツト

【主催】湯沢つちたる観光協議会、岩原観光協会

湯沢中里観光協会

【間い合わせ】

湯沢中里観光協会 TEL 87-3240
0

0● $

臓 器 移 植 を考 える
～臓器移植への理解を求めて～

～糖尿病性腎症を予防するために～

【日時】10月 14日 (日 )

開場 12:30 開会 13i30 閉会 16:30
【会場】六日町文化会館

【講師】新潟県臓器移植ヨいディネい夕い 秋山 政人
新潟大学医学部教授   高橋 公太
新潟大学学長      荒川 正昭

【主催】新潟県、新潟県腎臓バンク、新潟腎友会

●0

●
0

広報ゆざわ H13.9.30  (8)



H

こ
れ
か
ら
も
歯
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

（　
）
は
町
内
、
保
護
者

（秋
称
略
）

し

ょ
う

や

生
方
　
翔
也
さ
ん

（二
居
、
利
春

・
葉
子
）

た

い

が

堀
越
　
大
河
さ
ん

（浅
貝
、
英
知

・
由
美
）

た

く

み

林
　
拓
海
さ
ん

（諏
訪
、
善
彦

・
弘
子
）

し

ど
つ
や

高
橋
　
秀
冶
さ
ん

（浅
貝
、
秀
樹

・
敦
子
）

今
村
　
徹
さ
ん

（原
、
好
彦

・
広
子
）

池
浦
　
有
希
さ
ん

（東
電
、
勉

・
美
佐
子
）

小
野
塚
　
美
結
さ
ん

（古
野
二
、
美
三

・
里
恵
子
）

北
原
　
梨
沙
さ
ん

（上
中
、
雄

一
・
聡
子
）

れ

ん

小
野
塚
　
蓮
さ
ん

（谷
後
、
美
穂
）

高
橋
　
圭早
将
さ
ん

（栄
町
、
秀
保

・
裕
代
）

富
沢
　
一元
介
さ
ん

（上
熊
野
、
豊

一
・
綾
子
）

金
子
　
一
樹
さ
ん

（堰
場
、
直
樹

・
恵
）

南
雲
　
一得
志
さ
ん

（古
野

一
、
明
宏

。
昌
子
）

腰
越
　
唯
華
さ
ん

（滝
ノ
又
、
富
男

・
昌
子
）

関
　
克
輝
さ
ん

（官
林
、
正
幸

・
明
実
）

並
木
　
瞭
さ
ん

（駅
通
、
征
樹

。
幸
子
）

長
谷
川
　
拓
也
さ
ん

（湯
鉄
神
立
、
進

一
・由
加
子
）

熊
木
　
彩
也
香
さ
ん

（
一
之
町
、
政
尚

・
好
子
）

剣
持
　
美
緒
里
さ
ん

（中
子
、
賢

一
郎

・
久
美
子
）

ゆ

う

か

大
内
　
優
佳
さ
ん

（石
白
、
廣
宗

・
忍
）

林
　
秀
年
さ
ん

（下
中
、
清
成

・
シ
ン
チ
ア
）

・
情
報
処
理
技
術
研
究
科

（短
期
十
年
間
）
５
名

○
願
書
覧
付

３
月
２９
日

（金
）
ま
で

○
選
考
日

１０
月
７
日
（日
）
、
日
月
４
日
（日
）

‐２
月
２
日
（日
）
、
十
月
２７
日
（日
）

２
月
２４
日
（日
）
、
３
月
日
日
（月
）

３
月
２２
日
（金
）
、
３
月
野
日
（金
）

○

資
料
請
求

・
聞
合
せ

コ

ン

ピ

ュ
ー

ダ

・
カ

レ

ツ
ジ

信
法
川
テ
ク
ノ

・
ア
カ
デ
ミ
ー

〒
７
４
７

１
０
０
２
６

小
十
谷
市
上
ノ
山
４

‐
４

１
２

ＴＥＬ
Ｏ
１
２
０

ｏ
４
０
５
０
７
０

◎
社
会
人
を
対
象

に
次
の
講
座
の

覧
講
生
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

☆
キ

ャ
リ
ア
ア
と
フ
パ
ソ
コ
ン
活

用
法
講
座

（５０
時
間
）

教
育
訓
練
給
付
金
制
度
指
定
講

座
で
受
講
費
用
の
８０
％
を
国
が

負
担
し
ま
す
。

☆
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

（３
２
４
時
間
）

受
講
料
無
料
、
基
本
手
当

・

覧
講
手
当

ｏ
通
所
手
当
支
絵

白
血
病
、
再
生
不
皮
性
貧
血
、
先

天
性
免
疫
不
全
症
な
ど
の
血
液
難

病
の
人
を
支
え
る
骨
髄
バ
ン
ク
の

ド
ナ
ー
登
録
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
ド
ナ
ー
登
録
希
望
者

は
事
前

に
電
話
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
日
時
】

１０
月
２８
日

（日
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時

【
会
場
】

六
日
町
保
健
所

【定
員
】

５０
名

【覧
付
期
間
】

１０
月
十
日

（月
）
～
２６
日

（金
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

【
申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
保
健
所
医
薬
予
防
課

租
７２

・
２
４
５
７

【
日
時
】

１０
月
１４
日

（日
）

午
前
８
時
３０
分
～

（雨
天
中
止
の
場
合
は
２十
日
）

【
会
場
】

中
央
公
園
野
球
場
ほ
か

【
参
加
資
格
】

町
内
在
住
者
ま
た
は
町
内
事
業

所
等
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
及
び

湯
沢
町
野
球
違
盟
に
加
盟
し
て

い
る
チ
ー
ム

【
主
催
】

湯
沢
町
野
球
逹
盟

【申
込
】

１０
月
８
日
（月
）
ま
で
に
参
加
料

３
，
０
０
０
円
を
添
え
て
湯
沢

町
公
民
館

へ
お
申
し
込
み
く
だ

共
ヽ
い
。

※
１０
月
９
日
（火
）
午
後
７
時
３０
分

よ
り
湯
沢
町
公
民
館
で
代
表
者

会
議
を
行

い
ま
す
。

地
球
上
の
酸
素

の
１
／
３
を
供

綸
し
、
「地
球
の
肺
」
と
寺
ば
れ
る

ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
論
林
が
乱
開
発

で
減
少
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
憂

い
、

現
地
で
活
曜
中

の
日
系
人
と
共
に

「
ア

マ
ゾ

ニ
ア
森

林
保
護
植
林
協

会
」
を
設
立
し
た
方
の
講
演
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
お

い
で
く
だ

共
ヽ
い
。

【
日
時
】

１０
月
日
日
（木
）
午
後
７
時
よ
り

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

【講
節
】

長
坂
　
優

氏

（ア
マ
ゾ
ニ
ア
森
林
保
護
植
林
協

会
会
長
）

【
主
催
】

湯
沢
み
ど
り
の
会

湯
沢
町
教
育
委
員
会

虫
歯
ゼ

９

ｏ

４

厚
生
労
働
省
所
管

の
情
報
処
理

技
術
者
奏
成
施
設
で
す
。

○
募
集
定
員

（全
日
制
）

・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

（普
垂
課
程
２
年
間
）
５０
名

・
情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

（普
通
課
程
２
年
間
）
５０
宅

・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス

（普
垂
課
程
２
年
間
）
５０
名

ｏ
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科

（短
期
十
年
間
）
１０
名

・
Ｏ
Ａ
根
言
科

（短
期
十
年
間
）
１０
名

信
濃
川
テ
ク
ノ

ｏ
ア
カ
デ
ミ
ー

学
生
募
集

日
に
お
け
る

バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
説

町
民
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

湯
沢
み
ど
り
の
会

創
立
５
周
年
記
念
講
演

「ア
マ
ヴ
ン
に
夢
を
託
し
て
」

(9)



巡
回
無
料
法
律
相
談

新
潟
県
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ

い
。

な
お
、
相
談
は

一
人
２０
～
３０
分

で
、
お
受
け
で
き
る
人
数

に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

Ю
月
２６
日

（金
）

午
後
―
時
～
４
時

【
会
場
】

湯
沢
町
役
場
２
階
痣
接
宣

【
担
当
弁
護
士
】

高
橋
　
賢

一

【申
込
】

総
務
課
庶
務
係

租
８４

・
３
４
５
１

※
先
着
順
。
定
員

（６
夫
）
に
な
り

次
第
締

め
切
ら
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

飛
び
入
り
参
加
が
可
能
で
す
の

で
、
出
か
け
て
み
て
は

い
か
が
で

す
か
？
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

【受
付
時
間
】

午
前
８
時
３０
分
～
Ю
時

（午
前
Ю
時
３０
分
よ
り
開
会
式
）

【
会
場
】

岩
原

ス
キ
ー
場

（栄
屋
グ
ラ
ン
ド
）

【
参
加
資
格
】

小
学
生
以
上
の
健
康
な
方

く
ヽ

疾
患
が
な
く
、
万
金

の
体
調
で

走
る
こ
と
の
で
き
る
方
）

【
種
目
】

‐２

ｋ
ｍ

、

５

ｋ
ｍ

小
学
生

（ｌ
ｋｍ
、
２
ｋｍ
、
３
ｋｍ
）

【
参
加
料
】

一
般
　
　
　
４
，
５
０
０
円

小
中
学
生
　
２
，
５
０
０
円

【
主
催
】

ラ
ン
ナ
ー
ズ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ー
Ｎ
湯
沢
大
会
実
行
委
員
会

【
日
時
】

１０
月
２十
日

（日
）

集
合
　
午
前
８
時
３０
分

終
了
　
正
午

（予
定
）

【集
合
場
所
】

旭
原

の
船
木

【
植
樹
本
数
】

ブ
ナ
５
０
０
本

【
携
行
品
】

シ
ャ
ベ
ル
、
鍬
、
軍
手
、
ゴ
ム
手

娯
、
飲
み
物
、
防
寒
具
、
雨
具

【参
加
申
込
期
限
】

１０
月
１０
日

（水
）
ま
で

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
楽
町

湯

沢

み

ど

り

の
会

事
務
局
　
昔画
橋
　
藤
雄

租

８４

・
２

０

４

７

硼

８４

・
‐

０

５

０

大
勢

の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

１０
月
１５
日
（月
）

午
後
７
時
～

【
会
場
】

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
ダ
ー

【
テ
ー
マ
】

市
町
村
合
併
を
考
え
る

【内
容
】

・
基
調
講
演

講
師
　
資条
原
　
英
明

穴

（常
磐
大
学
人
間
科
学
部
助
教
授
）

ｏ
パ
不ヽ
ル
デ
イ
ス
カ

ツ
シ

ヨ
ン

☆

パ
ネ
リ
ス
ト

細
川
　
弘
美

氏
（湯
沢
町
議
会
議
員
）

冨
沢
　
哲

氏（湯
沢
町
議
会
議
員
）

岸
野
　
裕

氏（雪
国
青
年
会
議
所
）

【
主
催
】

南
魚
沼
郡
広
域
連
合

※
他
会
場

の
お
知
ら
せ

１０
月
１６
日

（火
）
午
後
７
時
～

六
日
町
文
化
会
館

１０
月
１７
日

（水
）
午
後
７
時
～

大
和
町
さ
わ
ら
び

１０
月
２２
日

（月
）
午
後
７
時
～

塩
沢
町
公
民
館

【
聞

い
合
わ
せ
】

総
務
課
企
画
振
興
係

租
８４

・
３
４
５
１

３
日

（水
）

相
談
員

２４
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

南
雲

ミ
ヨ
ン

３十
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
治

高
橋
ト
ミ
エ

【
会
場
】

福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（砒
８４
ｏ
４
１

１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

高
橋
杉
本

式
成
芳
枝

１０
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
参
夫

高
橋
ト
ミ
エ

‐７
日

（水
）

相
談
員

橋
本
杉
本

孝、‐′仏
ちれ

芳
枝

日
開
催

。
本
日
エ
ン
ト
リ
ー
可

ラ
ン
ナ
ー
ズ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

第
３
回
ブ
ナ
植
樹

将
来
の
町
を
語
ろ
う

４
町
リ
レ
ー
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

月

国の行政へのと情は、
あなたのまちの行政オH改泰員ヘ

腿回行政相調
10月 16日 (火)午 後 1時～ 3時
相談女未員 高橋 昇
会場…湯沢町公民館演貝分館

の

10日 (水 )午後 1時～ 3時

相談委員 高橋 昇
会場…湯沢町公民館

広報ゆざわ H139.30  (10)



し み 収
～
隠 麓 ω 田 ∞

※問い合わせ 住民課環境公害係□84-3453

※問い合わせ 保健センター□84-3149 r ｀、

3

区 分 出 し 方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽 ・神 立 三 国 。三 俣

可 燃 ご み (注 )の とおり ①・⑪・③ l(8・ 29日は休み) ⑪・⑥・〇

ゲ ン ボ ,レ 組を十字にか

ける。

■ 日・ 25日 9日・23日 12日・ 26日 10日・ 24日

新聞・雑誌・チラシ 4日 2日 5日 3日

ペ ッ トボ ト ,レ 不燃ごみ指定
袋に入れる。

袋を二重にし

ないこと。

18日 16日 19日 17日

空   き   缶 2日 4日 3日 5日

空 き び ん 9日 11日 10日 12日

その他の不燃ごみ 16日 18日 17日 19日

(注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定された方法で出すようお願いします。

◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んでから指定ごみ袋に入れて出してください。

◎ペットボトルを出すときは、よく水洗いしてください。:
◎ごみの重さは10Kg以下とし、収集日の午前8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。

対 象 時 間
△
A 場日 種

ゆっくリコース申込者 9:30-10:30 ブール |オーロラ」
10:30へ″11 :30 ″しっかリコース申込者

10 シルバー温水健康体操

総合福祉センター精神に障害をお持ちの方 10:00ヘン14:00ふ れ あ い サ ロ ン

10100ヘン12:00 湯 沢 町 公 民 館2の
め ば え 学 級 (言 語 )

13:00集合 保 健 セ ン タ ーH12.2月 、3月 生まれ1歳 6ヶ 月 健 診
保 健 セ ン タ ー申込者 13:30-15:30リ   ハ   ビ   リ

13:30ヘン14:30 六 日 町 保 健 所)の 精 神 保 健 相 談 申込者
9:30ヘン13100 保 健 セ ン タ ー湯沢保育所12④ 食 教 育 講 座

プール「オーロラ」ゆっくリコース申込者 9:30ヘン10:30
10:30ヘン11 :30 ′′

シルバー温水健康体操
しっかリコース申込者

15①

9:30集合 保 健 セ ン タ ーH12.7月 、8月 生まれ
保 健 セ ン タ ーH12.9月 、10月 生まれ 10:30集合

1歳 虫 歯 予 防 教 室

保 健 セ ン タ ー13:30ハΨ15:30リ   ハ   ビ   リ 申込者
18⑥

9:30-13:00 保 健 セ ン タ ー神立保育所19③ 食 教 育 講 座
湯 沢 町 公 民 館健康づくり週間パネル展示
保 健 セ ン タ ー9:30ヘン13:00食 教 育 講 座 1～ 2歳児の親

22①

13:30-15:00 湯 沢 町 公 民 館女性23⑪
講浸会 I思秋期 を丁てきに

過ごそ うJ

湯 沢 町 公 民 館13:30ヘン15:00
講涙会

'生
店習慣 )丙ヤ lう万と

糖尿病 I

般住民24⑪

湯 沢 町 公 民 館一般住民 13:30ヘン15:3025⑥
骨粗しょう姫健診

・予防教室

13:30ヘン15:00 湯 沢 町 公 民 館一般住民
講涙会 I寝たきりにアよう「よ

いための健康づ くり」
総合福祉センター10100ヘン14:00

26④
ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方

9:30-10:30 プール「オーロラ」ゆっくリコース申込者
10:30-11 :30 〃しっかリコース申込者

290 シルバー温水健康体操
保 健 セ ン タ ーH12.12月 、H13.6月 生まれ 13100集合31の 乳 児 健 診

保 健 衛 生 行 事

時 間 会 場対 象日 種 類

4⑥
1l ⑥ 14:00ヘン15:00

湯沢町国保診療所

2階 集 団検 診 室

春と秋にあわせて 2回接種します。

初回 :H13年 2月 1日 ～ H13年 6月 30日 生まれ
追加 :H12年 7月 1日 ～ H13年 1月 31日 生まれ18⑥

ポ  リ オ

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内に来所してください。接種料金は無料です。

予 防 接 種

(11)

※問い合わせ 保健センター日 84-3149



日 受 付 時 間 内  科 外  科

60
12:00  - 18:00

18:00～翌朝 6:00

坂  内  医  院 □76-2015
六 日 町 病 院 日 72-7111

町

町

ノ ヽ 日

日

病

病

院

院

70
9:00  ～  16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃73 - 6688

回 77 - 2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

80
9:00 - 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝373 - 6688

煙]72-7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

130
12:00  ～ 18:00

18:∞ ～翌朝 6:(X)

中 澤 病 院

ゆきぐに大和総合病院

匝∃73 - 3211

厘副77 - 2111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

140
9:00  ～ 16:00

18:(X)～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃73 - 6688

極972 - 7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

200
12:00  ～  18: 00

18:00～翌朝 6:00

城  内  病  院 □75-2009
六 日 町 病 院 日72-7111

日

日

ン ヽ 町

町

病  院

病  院′ ヽ

210
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:(Xl

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃73 - 6688

優劃77-2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきfぐ に大和総合病院

270
12:00  ハV  18: 00

18:00～翌朝 6:00

河 内 医 院

ゆきぐに大和総合病院

匝劉72 - 2355

回 77 - 2111

ゆ きぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

280
9:00  ～  16: 00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃73 - 6688

極∃72 -7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

※問い合わせ 日曜・祝日E〉休日救急診療所 狂と73-6688
その他の日E〉魚沼消防本部  TEL 8 2-1991

※脳神経外科の休日救急医療吟斎藤記念病院 狂173-5111
|〕月の救急診療当番

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

文
南
征
大
雅
哉
菜
乃
千
夏
隆
仁
悠
介
優
香
望
安
美
砂
琴
音
り
よ
う
遼

８

月

２‐

日

８

月

２３

日

８

月

２４

日

８

月

２７

日

８

月

２９

日

８

月

３‐

日

９

月

１

日

９

月

３

日

９

月

３

日

９

月

６

日

９

月

１０

日

９

月

１１

日

池
田
玉
田
佐
藤
釧
持
平
井
井
熊
太
田
田
村

小
野
塚

峰
尾
莱
原
原
沢

９
月
２
日

　

期
持

　

ヨ
シ
　
さ
ん
　
（松
川
、
８６
歳
）

９
月
３
日

　

牛
木

　

フ
ミ

さ
ん
　
（中
子
、
８‐
歳
）

９
月
１０
日
　

並
木

　

良
政

さ
ん
　
（中
里
＼
７５
歳
）

９
月
１０
日
　

井
熊

　

軍
治

さ
ん
　
（幅
下
、
Ｗ
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

さ

ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ

ん

（石
白
、
利
幸

。
三
枝
香
さ
ん
）

（原
新
田
、
訓
教

・
玲
子
さ
ん
）

（
一
之
町
、
宏

一
・
由
起
子
さ
ん
）

（岩
原
高
原
、
正
広
峯
心津
子
さ
ん
）

（堰
場
、
一示
・
幸
恵
さ
ん
）

（
一
之
町
、
健

一
・
裕
子
さ
ん
）

（堰
場
、
耕
介

・
真
理
子
さ
ん
）

（堀
切
、
学

・
芳
美
さ
ん
）

（谷
後
、
敏
之

・
宏
実
さ
ん
）

（
一
之
町
、
美
之

・
浩
子
さ
ん
）

（原
、
正
人

・
三
矢
子
さ
ん
）

（中
里
、
達
夫

・
き
み
子
さ
ん
）

ヒ

申

し

ま

餞鬱のう懸磯

8月届出分
9月 1日現在

(前年比)

出生 7

死亡   4

転入  32

転出  42

男
4,441

(-32)

4,625

(+12)

9,066

(-20)

3,163

(-8)

女

計

世帯

広報ゆざわ H13.9,30  (12)


